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株式会社コロンビアスポーツウェアジャパン(東京都渋谷区）は、熱反射保温機能「オムニヒート」を搭載した

「Cliffhanger Jacket（クリフハンガージャケット）」の発売にあたり、節電の冬といわれる今年の防寒対策の現状を探

るべく、「節電の冬の防寒対策」に関する調査を実施致しました。 
 

 今回の調査から、今年の冬は夏と同様に節電を意識して過ごすべきであると考えている人が多く、“スーパークー

ルビズ”の冬版である“スーパーウォームビズ”※を実施すべきだという意見が多く見られました。 

 その中でも、暖房温度を例年よりも低くする傾向にあるオフィス内での防寒対策に特に不安を抱いている方が多く、

今年は例年の防寒対策に加え、「保温性アウター」の必要性を感じている人が多いことがわかりました。 
 
＜調査期間：2011 年 10 月 19 日(水)～10 月 21 日(金) 調査対象：男女 500 名(男性 250 名、女性 250 名) 調査方法：インターネット＞ 
 
※“スーパーウォームビズ”とは：節電への取り組みのため防寒対策として、ある程度カジュアルであっても暖かい服装を推奨すること。(コロンビアが定義) 
 

 

   

 節電が求められた 2011 年の夏を乗り越え、「冬も引き続

きオフィスや自宅で節電対策が必要だと思いますか」、という

問いに対して「必要」「たぶん必要と思う」と答えた人は合わ

せて８９．８％という高い結果になりました。 

また、「“スーパークールビズ”の冬版を実施したほうが良い

と思うか」という問いに対しては「必要」「たぶん必要と思う」と

答えた人が８１．０％と約８割に上りました。［グラフ 1］ 

 加えて、｢この冬は、例年よりも社内温度を低めに設定す

る流れにあるか」という質問に対しては「ある」「たぶんある」と

答えた人が合わせて８１．２％という結果となり、高い節電

意識が継続されていることがわかりました。 

    

 

 

 節電の継続が予想される今年の冬。では、どのようなシチ

ュエーションでの寒さ対策に不安を抱いているのでしょうか。

「今年の冬はどのようなシチュエーションでの寒さ対策に不安

を感じるか」という問いに対しては、「勤務中社内」が最も多

く５４．０％、続いて、２位は「朝支度」(４７．６％)、３位は

｢夜就寝まで｣(３７．０％)という結果となり、いずれも暖房温

度が例年より低くなると予想される屋内での寒さ対策に不

安を抱いている人が多いようです。［グラフ 2］ 

「節電の冬の防寒対策」に関する調査 

『“スーパーウォームビズ”実施すべき』 ８１％が回答 

寒さ不安のシチュエーション・・・『オフィスでの勤務中』がトップ！ 

オフィスでの防寒対策、３人に１人が『“保温性アウター”を羽織る』 

調査結果② 寒さ不安のシチュエーション  『オフィスでの勤務中』がトップ 

調査結果① 節電意識は冬も継続！８０%以上が“スーパーウォームビズ”必要 

［グラフ 1］ 

［グラフ 2］ 

Q.今年は“スーパークールビズ”の冬版を 
実施すべきだと思いますか？ 

Q.今年の冬はどのようなシチュエーションでの 
寒さ対策が不安ですか？(複数回答) 

グラフ逆！ 



 

 
では、寒さを防ぐために具体的にどのような対策を考えてい

るのでしょうか。「例年と比べ追加で対策しようと思っているもの

は何か」という質問に対して、「保温性のあるアウターを羽織る」

が第１位(３０．２％)となりました。［グラフ 3］  

今年は“スーパーウォームビズ”の流れもあり、勤務中、ある

程度カジュアルなものが許容されると予想されるため、オフィス

内で保温性のあるアウターを着用しようと考えている人が多い

のではないでしょうか。 

冬の定番となりつつある保温性インナーにプラスして、保温

性あるアウターを羽織るのが今年の防寒対策の主流になりそう

です。 

 

 

 調査結果②では、今年の冬は追加アイテムとして「保温性

のあるアウター」が注目されていることがわかりました。その「保温

目的のウェアを選ぶうえで最も重要だと思うものは」という問いに

対しては、１位が「保温機能性の高さ」（５１．２％）、２位は

「価格」（３２．４％）、そして３位が「ファッション性」(１４．６％)と

いう結果になりました。［グラフ 4］ 

 震災の影響なのか、現在は価格よりも機能性を重視し、より

実用性のあるもの選ぶ傾向にあるようです。 

 

 

 

 

 

 例年よりオフィスの温度が低く設定される可能性が高い今年の冬に、特にお

すすめなのがアウトドアウェアブランド、コロンビアの「クリフハンガージャケット」。 

「クリフハンガージャケット」は、独自の熱反射保温テクノロジー“オムニヒート”を

搭載したジャケットで、アルミニウムをドットパターン上に施したリフレクティブプリン

トを裏地に使用し、身体の熱を効果的に反射しながら蓄え、高い保温性を発

揮します。 

★クリフハンガージャケット商品 URL： 

〔メンズ〕http://www.columbiastore.jp/shop/g/g4548999137148/ 

〔レディース〕http://www.columbiastore.jp/shop/g/g4548999136523/ 

＜本リリースに関するメディアの皆様からのお問い合せ先＞ 

株式会社コロンビアスポーツウェアジャパン 

マーケティング部 PR 久野、内藤 

TEL：０３（５７７４）２１３１／FAX：０３（５７７４）２１３２ 

MAIL：MKuno@columbia.com 

 

調査結果④ ウェアは「価格」よりも、「保温機能性の高さ」が重要 

Q. 例年と比べ、オフィスの寒さ対策として、 
追加で対策しようと思っているものは？ 

調査結果③ オフィスでの防寒対策。今年は 3 人に 1 人が『保温性アウターを羽織る』 

         
［グラフ 3］ 

Q.保温目的のウェアを選ぶうえで最も重要だと思うものを 
1 つお答えください。 

［グラフ 4］ 

自分の熱を反射して暖める。保温性に優れたコロンビアの「クリフハンガージャケット」 

http://www.columbiastore.jp/shop/g/g4548999137148/
http://www.columbiastore.jp/shop/g/g4548999136523/

